
医療に関する国民意識調査  

一調査結果報告一  

Ⅰ 調査の概要  

区調査の目的   

○ 本調査「医療に関する国民意識調査」は、昨今の医療制度改革の流れの中で、一般国民が現   

在の医療に対して抱いている様々なニーズ等のデータを広く収集・分析し、今後の医療政策の   

検討に資する基礎資料を整備することを目的として実施した。   

画調査の方法と内容  

田調査対象  

○ ㈱日本リサーチセンターが保有する全国のNRCパネル64，087人から、地域・都市規模等の母   

集団比率に応じて層化し、2，000人を抽出した。  

四調査方法   

○ アンケート法（自記式：郵送発送・郵送回収）   

○ 実施時期：平成19年9月   

○ 回収数：1，263人（回収率63．2％）  

田調査内容   

○ 調査内容は下記の通り。  

図表ト1調査内容  

高齢期における療養場所に関する意向  

終末期医療に関する意向  

現在の医療の満足度  

医療機関への要望  

わが国の医療のあり方として希望すること  

医療費に関する意向  

ジェネリック医薬品の認知度・服用経験・服用した感想  

基本属性項  

調 査 項  
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Ⅱ 結果の概要  

回医療機関のかかりかた  

n最近1年間での受診状況   

○ 入院の経験6．8％   

○ 外来の経験64．6％（そのうち21．3％［対象者全体の13．8％］は重複受診の経験あり）  

図表2－1最近1年間での入院の有無   

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％   70％  80％  90％ 100％   

≡＝＝ 
合計  

（N＝1263）  

田ある  日ない  田無回答  

■■■■●■■■■■T■■■■■▲＝■■tt■■＝＝■■▼Y■…●■■■■■t■Y■■■■■■■■■■■＝＝●■■■■■■■■▲＝＝■■■■■廿■■■■■■■■▼■■■■■▲■■■■■■t■■■■●▲■■■■■■■■■■■●■■■■■■＝…＝■■■l  

図表2－2 最近1年間での外来受診の有無  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％   

合計  

（N＝1263）   

田ある  ロない  田無回答  

図表2－3 同じ病気やケガで同時期に複数医療棲関を受診した経験の有無   

0％  10％   20％   30％   40％   50％   60％   70％   80％   90％  100％  

合計  
（N＝816）  

図表2－4 同じ病気やケガで同時期に複数医療棲関を受診した理由  
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○ 救急時の対応：第1位 休日・夜間診療所へ行く 50．9％  

第2位 救急医療情報を調べて救急医療機関へ行く 40．0％  

第3位 市販の薬を服用し様子をみる 36．8％ ‥・等  

図表2－5 深夜や休日などに具合が悪くなったときの対応（複数回答）  

0％   20％   40％   60％   80％  
（N＝1263）  

休日・夜間診療所へ行く  

救急医療情報を調べて救急機関へ行く  

市販の薬を服用し様子をみる  

119番に電話をして救急車を呼ぶ   

かかりつけ医師に連絡をとり、外来を受診  

とりあえず大きな病院へ行く   

かかりつけ医師に連絡をとり、往診を頼む  

その他  
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日日頃から健康相談や、病気のときにきまって受診している医師・医療機関の有無  

図表2－6 日頃から相談・受診している医師・医療棲関の有無  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

合計  
（N＝1263）  

田病気になるといつも相談し、診察を受ける医師がいる  

ロこの病気ならこの先生という意味でなら、決まった医師がいる  

囲いつもかかる医療機関ならあるが、診察を受ける医師は決まっていない  

□そのような医師・医療機関はない  
■無回答  

■■●●■■■■■▲■蝿＝…こゝ■  

コ  

国表2－7 その医師に決めた理由（複数回答）  図表2－8 その医師のいる医療棲関  

その他の 無回答   

病院  5・4％  

0ヽ   20＼  40ヽ  60ヽ  80ヽ  
（N＝355）  

自宅かう近く遮続か便利  

医師の人柄が艮い  

病気や治痔につし、てよく…見明してくれる  

あなたの病歴や但ま堺軌とを長く知ってし、る  

あなたの募債の病歴や健康状軌とも長く知っている  

（N＝355）  

必要㌔ときにいつでも逃場がとれ．適切な指示をしてくれる  

必要冤ときに．適切な医師・医挿横間等を紹介してくれる  

とん甘病気ても拾てくれる  

医師の診察技術が仕れてし、る  

悪虎や疾病予防」重層・介；tの柑三封こ気轄に応じてくれる  

深夜や休日／；どの緊急時にも；全てくれる  

最‡斤の設欄が竪えられている  

往l多を頼んでも断らない  

その他  

図表2－6 日頃から相談・受診している医師・医療棟閑の有無【再掲】  

0＼  10ヽ  20ヽ  30ヽ  1Dヽ  50ヽ  60＼  TOヽ  80ヽ  9【lヽ 100ヽ  

図表2－9 きまった医師・医療操関をもたない理由（複数回答）  

0％   20％   40†i  60％   80％  
（N＝335）  

あまり病気をし㌔し、から  
I I l  

】70．1  

3％    綱31．   

弧  
l  

…盲13  

神6．9％  

≧‡≡3．3％   

その都度 華当ち医療機関を邁′jこ方がよし、と思うから  

適当ち医樗機関をどう探してよいのか分から㌔いから  

適当ぢ医瘡機関を邁′ユてための情報が不足しているから  

その他  

l引こ理由はちいわからない  

臼病気になるといつも相談し、診冥を受ける医師がいる  
□この病気ならこの先生という意味でなら、決まった医師がいる  
白いつもかかる医療堆関ならあるが、診察を受ける医師は決まっていない  
□そのような医師・医療機関はない  
■無回答  
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○ 日頃から相談・受診している医師・医療機関の有無について年齢階層別にみると、病気にな   

るといつも相談し、診察する医師がいるとの回答は、年齢階層が上がるとともにその割合が増   

加傾向にあることがわかる。  

図表2－10 日頃から相談■受診している医師■医療機関の有無；年齢階層別  

0％  10％  20％  30％  40％  50ウら  60ウら  70％  809ら  90ウも 100ウら   

十
 
6
 
昔
－
P
 
2
 
 

合
］
 
 
 
N
 
 
 

20代  

（N＝175）  

30代  

（N＝244）  

40代  

（N＝257）  

50代  

（N＝279）  

60代以上  

（N＝296）  

田病気になるといつも相談し、診察を受ける医師がいる  

Dこの病気ならこの先生という意味でなら、決まった医師がいる  

臼いつもかかる医療機関ならあるが、診察を受ける医師は決まっていない  

ロそのような医師・医療機関はない  

■無回答  
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日日頃から健康相談や、病気のときにきまって受診している医師・医療機関への期待  

図表2－11日頃から相談・受診している医師・医療機関へ現在期待すること（複数回答）  

0％   20％  40％  60％  80％  
（N＝1263）  

病気や′台樗につし、てよく説明してくれる  

自宅から近く通院か便利  

医師の人柄か艮い  

医師の診察1支補うが謙れている  

必要㌔ときに 適切な医師・医樗機関等を招介してくれる  

あ克たの病歴や佳辰1犬怒なとを艮く細ってし、る  

必要なときにし、つても連絶がとれ 適切ち指示をしてくれる  

深夜や休日などの緊急時こも診てくれる  

健康や疾病予防 匡瘡・介三‡の相談に気矧こ応じてくれろ  

最新の設備が望えられている  

どん仁病気ても診てくれる  

あちたの二家族の病歴や隠康1犬愁ちども艮く和っている  

往診を雪男んて引折らちい  

その他  

；［参考］日頃から相談・受診している医師がいる人：その医師に［決めた理由］と［現在期待すること］  

図表2－7 その医師に決めた理由［再掲］  

（N＝355）  肌 20％ 4肌 6肌 80％  

国表2－12 現在期待すること   

0㌔   20％  40％  60％  80％  
（N＝355）   

病気や治療につし、てよく説明してくれる  

自宅から近く通院が便利  

医師の人柄が艮い  

自宅から近く通院が便利  

医師の人柄が長い  

病気や治痔についてよく三見明してくれる  

あなたの病歴や世虎視軌どを曳く知っている  

あなたの貢族の病歴や曙慶状態なとも長く知ってし、る  

必要持と引こいつでも違鴇がとれ、適切な指示をしてくれる  

必要なときに 適切ち医師・医療機関等を紹介してくれる  

どんち病気でも；含てくれる  

医師の；含寮技術が優れている  

健康や疾病予防、医療・介三讐の相法に気帽に応じてくれる  

深夜や休日などの緊急時にも：含てくれる  

東新の三宝憎か笠えられている  

往l含を頼んでも斬らない  

その他  

あ㌔たの病歴や堰虎状態㌧どを艮く知っている  

必要なときにいつても連柑がとれ、適切ね指示をしてくれる  

必要なときに 適切な医師・医療機関等を柑介してくれる  

医師の；会票技箱が憬れてし、る  

深夜や作日ちどの！だ急時にも三今てくれる  

偲虎や疾病予F方．医療・介；tの柑罠に気I璽に応じてくれる  

どんぢ病気でも：今てくれる  

最斬の設備が望えられている  

あ㌔たのこ弄族の病歴や健康状軌ども長く！用っている  

往：今を輝んでも斬らない  

その他  

図表2－13 ［その医師に決めた理由］よりも［現在期待すること］において順位を上げたもの  

病気や治療についてよく説明してくれる   3位  1位   

必要なときにいつでも連絡がとれ、適切な指示をしてくれる   6位  5位   

必要なときに、適切な医師・医療機関等を紹介してくれる   7位  6位   

医師の診察技術が優れている   9位  7位   

深夜や休日などの緊急時にも診てくれる   11位  各位   

健康や疾病予防、医療・介護の相談に気軽に応じてくれる   10位  9位   

最新の設備が整えられている   12位  11位   

ー6－   



日医療機関の受診のあり方に関する考え方  

○ 以下のAとBの2つの考え方についての賛否について回答を求めた。  

Aの考え方に賛成・どちらかといえば賛成：33．0％  

Bの考え方に賛成・どちらかといえば賛成：53．0％  

どちらともいえない・わからない：9．0％  

図表2－14 医療機関の受診のあり方に関する考え方  

（N＝1263）  
0％  10％   20％   30％   40％  

臥3％    弧   

l  

榊≡嬬4．9％  

Aの意見に賛成である   

■．．Aの意見にどちらかといえば賛成  

にどちらかといえば賛成   

Bの意見に賛成である  

いえない、わからない  

無回答  

jl 

図表2－15 Aの意見に賛成の理由（複数回答）  

ヽ  
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図表2－14 医療楼関の受診のあり方に関する考え方［再掲】  

（N＝1263）  

Aの意見に賛成である  

Aの意見にどちらかといえば賛成  
■■■■■▲■暮■■t＝＝＝1■■■■暮■■●■■■■■■■■■■■■■■■■■●■■■■  

0％  10％   20％   30％   40％  

Bの意見にどちらかといえば賛成  

；■  Bの意見に賛成である  

1  

図表2t16 Bの意見に賛成の理由（複数回答）  

○ さらに、例えば、一般診療所の医師を事前に選んで登録しておき、体に何か不調を感じたとき   

には、最初にその医師を必ず受診し、救急以外では病院を自由に受診できない－とした場合の感   

想を求めた。   

非常に不安を感じる・やや不安を感じる：79．3％  

図表2－17 上記の想定の場合の感想  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％   

合計  
（N＝670）  

田非常に不安を感じる  

因それほど不安を感じない  

臼どちらともいえない、わからない  

口やや不安を感じる  

□全く不安を感じない  

口無回答  

＿8－   



病院と診療所の区別  

医師を受診し、その  

O AとBの2つの考え方についての賛否について年齢階層別にみると、いずれの年齢階層にお   

いてもBの意見にどちらかといえば賛成との回答が3割を超えている。  

○ 圭た、60歳以上の年齢層では、Bの意見に賛成の回答割合が他の年齢階層に比べてやや高く   

なっている。   

国表2－18 医療機関の受診のあり方に関する考え方；年齢階層別  

20代（N＝175）  30代（N＝244）  40代（N＝257）  50代（N＝279）  60代以上（N＝296）  

0％   20％  40％ 0％   20％   40ウiO％   20％   40％ 0％   20％   40％ 09ふ   20％   40％  

Aの意見に賛成  

Aの意見にどちらか  

．…．．よ拉肴ば箕成…．．  
≡ Bの意見にどちらか  

といえば賛成  

Bの意見に賛成  

どちらともいえな  
い、わからない  

無回答  
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回在宅医療について  

日高齢期に寝たきりになった場合に希望する療養場所  

○ 第1位 自宅33．0％ 第2位病院14．3％ 第3位特別養護老人ホーム12．0％  

○ 年齢階層が上がるに従って希望する割合が増加する療養場所  

：病院、老人保健施設  

図表2－19 高齢期に寝たきりになった場合に希望する療養場所  

0％  10％  20％  30％  40％  
（N＝1263）  

自宅  

病院  

特別養護老人ホーム  

老人保健施設  

有料老人ホーム  

その他  

わからない  

無回答  

図表2－20 高齢期に寝たきりになった場合に希望する療養場所；年齢階層別  

20代（N＝175）   30代（N＝244）  40代（N＝257）  50代（N＝279）  60代以上（N＝296）   

0％   20％  40％ 0％   20％   40％ 0％   20％   40％ 0％   20％   40％ 0％   20％   40～  

自宅  

病院  

老人保健施設   

特別養護老人ホーム   

有料老人ホーム  

その他  

わからない  

無回答  
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日終末期医療に関する考え方  

○ 痺痛緩和中心の症状コントロール、精神的援助、家族への援助を受けたい：72．1％  

○ 終末期医療を受けたい場所：第1位 自宅31．0％ 第2位緩和ケア施設29．4％  

○ 自宅で最期まで療養するために必要なこと  

第1位往診・訪問診療をしてくれる医師 74．2％  

第2位介護してくれる家族 74．0％ ‥ ・  

図表2－21希望する終末期医療の内容  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％   

合計  
（N＝1263）  

田病気の治療を目的とする、積極的な検査・診断・治療・延命処置等  

□療病緩和中心の症状コントロール、精神的援助、家族への援助  

臼わからない  
ロ無回答  

図表2－22 事前の意思確認書の作成意向  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％   

合計  
（N＝1263）  

ロ作成したい  臼既に作成している   

田作成したいとは思わない  □どちらともいえない、わからない  

1無回答  

図表2t23 終末期医療を受けたい場所  図表2－24 自宅で最後まで療養するために必要なこと（複数回答）  

（N＝1263）  0％  20％ 40％ 60％ 80ウも 100％   t）つi lO％  20％  30％  40％  （N＝392）  

往診・左方問診療をしてくれる医師  

介護してくれる家族  

経済的な支援  

訪問看護く看護師の訪問）体制   

症状が急に悪くなった時にすぐ入院できる医療縫関  

訪問介護（ホームヘルパーの訪問）体制  

居住環境の改修  

24時間相談にのってくれる専門家・機関  

その他  

自宅  

ホスピス等の緩和ケア施設  

病院  

老人保健施設  

特別養護老人ホーム  

有料老人ホーム  

その他  

わからない  

無回答  

－11－  



画医療全般について  

臼現在の医療の満足度・医療機関への要望  

○ 現在の医療にかなり満足・やや満足：3l．1％  

現在の医療にかなり不満・やや不満：47．1％  

どちらともいえない・わからない：18．9％  

図表2－25 現在の医療の満足度   

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％   

合計  
（N＝1263）   

田かなり満足している  臼やや満足している  

四やや不満である  □かなり不満である  

皿どちらともいえない、わからない 匹無回答  

国表2－26 医療機関への要望の有無   

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

合計  

（N＝1263）  

図表2－27 要望の内容（複数回答）   

（N＝1006）  0％   20％  40％  60％   80％  

待ち時間を短くしてほしい  

病気の状態や治療法をよく説明してほしい  

休日や夜間でも、救急のときは診察してほしい  

難しい病気のときは、専門の医療機関を紹介してほしい   

セカント◆オピニオン等の他の医師の診断をうけやすくしてほしい  

患者の訴えを十分に聞いてほしい  

医師、看護師、受付職鼻はもっと親切にしてほしい  

得意分野を数えてほしい  

待合室や病室をもっと快適にしてほしい  

注射や投薬はあまりしないでほしい  

検査はあまりしないでほしい  

往診の依矧こ応じてほしい  

その他  
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臼今後のわが国の医療のあり方として希望すること  

○ 第1位医師、看護師等の医療従事者の確保・育成 71．5％  

第2位夜間や休日における救急医療体制の整備 64．1％  

第3位長期入院できる医療機関の整備 48．8（％ ‥・等  

図表2－28 今後のわが国の医療のあり方として希望すること（複数回答）  

0％  20％  40％  60％  80％  （N＝1263）   

医師、看護師等の医療従事者の確保、育成  

夜間や休日における救急医療体制の吉備  

長期入院できる医療機関の整備  

緩和ケアに対応できる医療楼蘭の彗傭  

在宅医凱二対応し介護事業者等と連携する医療機関の整傭  

： 医療機関の積極的な情報開示  

医療機関間での患者情報（検査の結果等）の共有化  

遺伝子治療等の高度先進医療の推進  

その他  

わからない  

■■■…＝＝＝■卜一●＝一■■11＝■  

O 「医療機関の積極的な情報開示」に関連して、対象者全員に医療機関   

いことについて回答を求めた。  

青報として特に欲し  

図表2－29 医療機関の情報として特に欲しいこと（複数回答）  

【対象者全員】   

（N＝1263）  0％  20％ 40％ 6肌  80％  

【医療機関の情報の積極的な開示を希望した者】  

（N＝431）  0％  2鍋 40％ 60％  80％  

医師の専門分野  

必要な責用の概ねの金額  

診察科目  

夜間・休日診療の実施の有無  

第三者機関による医療機関の評価   

連携している医療機関・介護施設  

手術の実施件数・成功率  

専門医・認定医・指導医の勤務状況  

医師の経歴、年齢、性別  

入院患者の受入基準  

往診・訪問診療の実施の有無  

その他  

医師の専門分野  

必要な費用の概ねの金額  

第三者機関による医療機関の評価  

診察科目   

連携している医療機関・介護施設  

夜間・休日診療の実施の有無  

手術の実施件数・成功率  

専門医t認定医・指導医の勤務状況  

医師の経歴、年齢、性別  

入院患者の受入基準  

往診・訪問診療の実施の有無  

その他   
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